
　

  

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が

  

　
　泣
い
た
峠
道

　
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
７
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
旅
行
家

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
は
、新
潟
か
ら
山
形
に
向
か
う
途
中
の
、

大
き
な
峠
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

山
道
で
の
経
験
が
、
自
分
が
日
本
で
出
会
う
最
難
儀
の
旅

の
一
つ
に
な
る
と
は
、
ま
だ
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
鷹
巣

峠
か
ら
始
ま
り
諏
訪
峠
ま
で
連
続
す
る
十
三
も
の
峠
道
を
、

バ
ー
ド
は
２
泊
３
日
の
行
程
で
越
え
、『
日
本
奥
地
紀
行
』

に
記
録
し
た
。

　
雨
に
降
ら
れ
、
ぬ
か
る
ん
だ
坂
道
に
耐
え
か
ね
た
人
力

車
夫
に
は
戻
ら
れ
て
し
ま
い
、
歩
く
し
か
な
か
っ
た
。
途

中
に
は
満
足
な
宿
は
無
く
、
ま
と
も
な
米
も
手
に
入
ら
な

い
。
川
は
雨
水
で
溢
れ
、
酔
っ
た
女
性
が
道
を
ふ
ら
ふ
ら

歩
い
て
い
る
と
い
う
あ
り
様
だ
っ
た
。

　
し
か
し
黒
沢
峠
の
下
に
あ
る
市
野
々
か
ら
少
し
ず
つ
雰

囲
気
が
良
く
な
り
始
め
、
宇
津
峠
の
頂
上
か
ら
は
光
り
輝

く
盆
地
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
バ
ー
ド
が
言
う「
東

洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に
も
、
こ
の
峠
道
を
越
え
た

外
国
人
が
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
Ｊ
・
Ｍ
・
マ
ラ
ン

神
父
で
、
そ
の
記
録
は
『
東
北
紀
行
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。

天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
に
は
幕
府
巡
見
使
の
古
川
古
松

軒
（『
東
遊
雑
記
』）
が
、
ま
た
、
浅
田
次
郎
の
小
説
『
壬

生
義
士
伝
』
の
ラ
ス
ト
に
も
、
主
人
公
の
息
子
が
峠
を
越

え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
置
賜
と
越

後
を
結
ぶ
重
要
街
道
が
、
こ
の
十
三
峠
街
道
だ
っ
た
。
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とうほく街道ものがたり

第１回

米
沢
と
越
後
を

結
ん
だ
石
畳
の
道

宇津峠から見た置賜（米沢）盆地。
バードが見て「アルカディア」と称えたのはここからの
景色だった
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小国町

米沢市

小国町

米沢市

【十三峠街道】
山形県置賜地方から新潟県下越地方

黒沢峠の敷石道
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日
の
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で
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え
、『
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奥
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見
使
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古
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軒
（『
東
遊
雑
記
』）
が
、
ま
た
、
浅
田
次
郎
の
小
説
『
壬

生
義
士
伝
』
の
ラ
ス
ト
に
も
、
主
人
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の
息
子
が
峠
を
越

え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
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と
越

後
を
結
ぶ
重
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が
、
こ
の
十
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道
だ
っ
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。

  

米
沢
か
ら
出
る

  

　

  

四
街
道
の
ひ
と
つ

　
米
沢
か
ら
北
の
山
形
に
つ
な
が
る
糠
ノ
目
街
道
、
東
の

福
島
に
向
か
う
板
谷
街
道
、
南
は
会
津
に
つ
な
が
る
会
津

街
道
、
そ
し
て
西
に
向
か
う
の
が
十
三
峠
街
道
で
、「
越
後

米
沢
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
米
沢
を
起
点
と
す
る
越
後
関
川
ま
で
の
街
道
で
、
伊

達
家
十
四
代
稙た
ね

宗む
ね

に
よ
る
大
里
峠
開
削
（
大
永
元
年
・

１
５
２
１
）
に
街
道
の
歴
史
が
始
ま
る
。
江
戸
時
代
に
は

宿
駅
も
整
備
さ
れ
、
置
賜
側
か
ら
は
越
後
上
布
の
材
料
と

な
る
青
苧
（
カ
ラ
ム
シ
）
や
た
ば
こ
、
小
国
蔵
米
が
、
越

後
側
か
ら
は
塩
や
棒
タ
ラ
、
身
欠
き
ニ
シ
ン
な
ど
の
海
産

物
、
古
着
な
ど
が
運
ば
れ
た
。

　
峠
の
山
道
は
急
な
た
め
、
荷
を
運
ぶ
牛
馬
は
足
を
取
ら

れ
る
。
ま
た
雨
が
続
く
と
道
が
ぬ
か
る
み
、
土
砂
が
流
さ

れ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、〝
簡
易
舗
装
〞
が
ほ
ど
こ
さ
れ

た
。
そ
れ
が
今
に
残
る
敷
石
道
で
あ
る
。

  

敷
石
道
を
守
る
人
々

　「
歴
史
の
道
百
選
」
や
「
日
本
風
景
街
道
」
に
選
定
さ
れ

て
い
る
黒
沢
峠
の
敷
石
道
。
３
６
０
０
も
続
く
石
段
が
土

の
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会
を
結
成

し
た
の
が
昭
和
55
年
の
こ
と
。

　「
ほ
か
の
峠
に
も
敷
石
が
あ
る
…
」
と
、
積
も
る
腐
葉
土

を
掘
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
が
萱
野
峠
。
ま
だ
ほ
か
の
峠
に

も
あ
る
に
違
い
な
い
と
、
地
元
の
方
々
は
考
え
て
い
る
。

　
十
三
峠
は
生
ま
れ
変
わ
り
始
め
て
い
る
。
敷
石
掘
り
イ

ベ
ン
ト
も
そ
う
だ
が
、
街
道
を
使
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可

能
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
取
材
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
ら
、
３
泊
４
日
の
楽
し
い
峠
歩
き
が
出
来
た
。
途
中
に

は
温
泉
旅
館
や
マ
タ
ギ
の
宿
、
雑
穀
を
は
じ
め
と
し
た
伝

統
料
理
や
ど
ぶ
ろ
く
も
あ
る
。
こ
れ
が
旅
好
き
に
受
け
な

い
わ
け
が
な
い
。
歴
史
の
峠
が
、
街
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
舞

台
に
な
る
日
も
近
い
だ
ろ
う
。

晩年のイサベラ・バード（日光金谷ホテル所蔵）

山形・新潟県境となる大里峠には地蔵堂が建っていて、
中には大里大明神が祀られている

◀お昼に地元のお母さ
ん達が作ってくれる美
味しい雑穀料理。

毎回、県内外の子どもか
ら大人まで多くの人たち
が１００年以上前の石畳
を掘り起こしている。▶

十三峠は国道113号に沿っていて、
国道沿線には道の駅・いいで（飯豊町）、道の駅・白い森おぐに（小国町）、
道の駅・関川（新潟県関川村）がある。
※今年は「イザベラ・バード in 十三峠」というイベントが開催される（7月11日～13日）　
　TEL 0238-62-4374　（第１回「イザベラ・バード in 十三峠実行委員会」事務局）
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敷石掘りイベントの共催と事務局を担当し、峠を守

る活動をしている「ＮＰＯ法人ここ掘れ和ん話ん探

検隊」。敷石掘りイベントは、毎年行なわれている。

NPO 法人 ここ掘れ和ん話ん探検隊

◀お昼に地元のお母さ
ん達が作ってくれる美
味しい雑穀料理。
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